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侵

ll練抜かりなく

肖防団員らおよそ230人が参加して20日午前、

うは“もしも”の事態に備え、テキパキとした動

　　　　　　　　　水害ll

　建設省や土木事務所、十日町

清津川河川敷で水防訓練を行い

作でじゃかご積工法などに取り組

広
域
基
幹
林
道
着
工

　
　
　
　
　
　
観
光
林
道
と
し
て
期
待

　
信
濃
川
左
岸
丘
陵
沿
い
の
松
代
町
、
松
之
山
町
と
境
を
接
す
る
稜
線

に
沿
っ
て
、
妻
有
地
域
を
縦
断
す
る
広
域
基
幹
林
道
、
中
魚
沼
丘
陵
線

の
起
工
式
が
十
五
日
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
、
同
線
の
起
点
と
な
る
川

西
町
大
字
仁
田
地
内
で
行
わ
れ
、
関
係
市
町
村
長
ら
が
ク
ワ
入
れ
を
行

っ
て
早
期
開
通
を
願
い
ま
し
た
。

　
こ
の
林
道
は
、
林
業
の
振
興
と
山
間
地
域
生
活
基
盤
整
備
、
森
林
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
を
目
的
に
開
削
さ
れ
る
も
の
で
、
川
西
町
の

県
道
小
白
倉
・
木
落
線
か
ら
津
南
町
の
林
道
十
日
町
・
津
南
二
号
線
に

至
る
、
幅
員
五
m
、
延
長
二
十
八
・
七
㎞
の
も
の
で
す
。
事
業
は
県
が

主
体
と
な
り
、
四
十
五
億
円
の
事
業
費
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
幹
線
は
既
に
八
・
五
㎞
が
で
き
て
お
り
、
二
十
・
二
㎞
が
新
設
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
中
里
村
地
内
で
は
、
城
山
か
ら
有
倉

山
に
至
る
三
・
一
㎞
が
開
削
さ
れ
、
今
年
度
は
三
千
万
円
、
四
百
m
の

開
削
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
来
年
に
は
完
成
し
た
部
分
か
ら
随
時
舗
装

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
式
典
で
丸
山
尚
政
同
線
開
設
事
業
推
進
協
議
会
長
は
「
過
疎
化
が
進

む
中
で
生
活
環
境
の
整
備
が
急
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
既
設
の
道
路
を

結
ぶ
広
域
的
な
交
通
網
が
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
林
業
の
振
興
だ
け

で
な
く
、
観
光
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
も
役
立
つ
路
線
と
な
惹
も
の

で
、
早
期
の
完
成
を
期
待
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼

膨譲馨　　　　　　摺■■■
▲クワ入れを行って早期開通を願う

城山から津南方面に向けて工事が始まる
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倉
俣
小
学
校
で
”
入
学
式
”
行
わ
れ
る

　
　
　
　
　
、
新
入
生
は
子
や
ぎ
の
チ
ャ
ツ
ピ
ー
君

　
倉
俣
小
学
校
（
松
岡
正
徳
校
長
児

童
八
十
一
人
）
で
は
十
日
、
ヤ
ギ
の

チ
ャ
ッ
ピ
ー
君
（
生
後
半
月
）
の
入

学
式
を
行
い
ま
し
た
。
チ
ャ
ッ
ピ
ー

君
は
、
去
年
同
校
で
飼
っ
て
い
た
ヤ

ギ
の
子
供
で
、
大
勢
の
”
先
輩
”
た

ち
と
接
し
て
緊
張
し
た
の
か
、
終
始
』

ソ
ワ
ソ
ワ
と
落
ち
着
か
な
い
様
子
。

入
学
式
は
「
チ
ャ
ッ
ピ
ー
君
の
歌
」

の
披
露
や
命
名
式
、
児
童
や
先
生
に

よ
る
歓
迎
の
言
葉
な
ど
が
述
べ
ら
れ

た
あ
と
、
全
員
で
チ
ャ
ッ
ピ
ー
君
に

エ
サ
を
上
げ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　
倉
俣
小
学
校
で
は
、
校
舎
北
側
に

動
物
ラ
ン
ド
と
名
付
け
た
飼
育
小
屋

を
作
り
、
ウ
サ
ギ
、
ニ
ワ
ト
リ
な
ど

を
飼
育
し
て
い
ま
す
。
児
童
た
ち
は

登
校
す
る
と
早
速
動
物
ラ
ン
ド
に
来

て
、
動
物
た
ち
に
エ
サ
を
与
え
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
、
今
年
は
更

に
、
こ
の
動
物
ラ
ン
ド
の
隣
り
に
池

を
作
っ
て
、
ア
ヒ
ル
も
飼
育
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
児
童
た
ち
は
、
“
か
わ
い
い
新
入

生
”
を
迎
え
て
ま
す
ま
す
学
校
が
楽

し
く
な
っ
た
と
大
喜
び
。
チ
ャ
ッ
ピ

i
君
の
入
学
は
、
児
童
の
成
績
ア
ッ

プ
に
も
つ
な
が
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

ね
。

ちょっぴり緊張気味のチャッピー君

富
井
誠
君
ら
五
人
が
中
越
大
会
へ

　
今
月
十
一
日
、
十
日
町
市
陸
上
競

技
場
で
開
か
れ
た
郡
市
中
学
校
陸
上

大
会
で
、
三
年
生
の
富
井
誠
君
が
千

五
百
m
で
、
同
じ
く
廣
田
量
子
さ
ん

が
砲
丸
投
で
そ
れ
ぞ
れ
一
位
と
な
り
、

中
越
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
ジ
ュ
ニ
ア
種
目
を

除
き
五
位
ま
で
が
中
越
大
会
に
出
場

で
き
ま
す
が
、
中
越
大
会
と
「
な
か

さ
と
交
流
会
」
の
日
程
が
重
な
る
た

め
、
廣
田
量
子
さ
ん
と
山
本
法
寿
君

は
出
場
を
辞
退
す
る
こ
と
に
な
り
、

中
里
中
学
校
か
ら
は
五
人
が
中
越
大

会
へ
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

記
　
録

▼
男
子

千
五
百
M

三
千
M

一
位

二
位

四
位

五
位

百
十
M
H
　
四
位

砲
丸
投
　
　
五
位

富
井
　
誠
③

　
4
分
2
0
秒

斎
藤
　
剛
③

　
4
分
2
0
秒
8

斎
藤
　
剛
③

　
9
分
3
3
秒
3

富
井
　
誠
③

　
9
分
34
秒
3

山
本
法
寿
③

　
1
8
秒
0

太
嶋
宏
至
③

三
種
競
技
A
三
位

三
種
競
技
B
三
位

▼
女
子

走
高
跳

砲
丸
投

J
百
M

四
位

一
位位

　
1
0
m
O
O

斎
藤
由
紀
②

　
2
3
6
1
封
m

太
嶋
宏
至
③

　
2
4
9
6
与
m

　
　
　
　
　
「
’

根
津
み
お
り

　
ー
m
2
6

廣
田
量
子
③

　
1
0
m
O
1

田
村
由
紀
子
①

　
1
4
秒
3
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運
転
者
講
習
会
の

　
　
　
　
　
こ
、
案
内

　
中
里
村
交
通
安
全
協
会
で
は
、

次
の
日
程
で
運
転
者
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
運
転
免
許
所
持
者
は

忘
れ
ず
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

7
月
1
4
日
困
　
倉
俣
生
活
改
善
セ

　
　
　
　
　
　
ン
タ
ー

7
月
1
5
日
㈲

7
月
21
日
㈱

7
月
2
7
日
㈹

貝
野
多
目
的
集
会

施
設
高
道
山
小
学
校

中
里
村
総
合
セ
ン

タ
ー

※
各
会
場
と
も
受
付
は
午
後
七
時

　
か
ら
七
時
三
十
分
、
講
習
会
は

　
七
時
三
十
分
か
ら
九
時
こ
ろ
ま

　
で
で
す
．

も
う
出
し
ま
し
た
か
、

児
童
手
当
の
現
況
届

　
す
で
に
該
当
者
に
は
、
提
出
書

類
を
送
付
済
み
で
す
の
で
、
今
月

30

日
ま
で
に
忘
れ
ず
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
．

　
　
「
年
金
加
入
証
明
」
が
間
に
合

わ
な
い
場
合
は
、
そ
の
旨
申
し
出

て
、
「
現
況
届
」
の
み
先
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
現
況
届
け
の
提
出
が
な
い
場
合
、

10

月
期
の
児
童
手
当
の
支
払
い
が

ス
ト
ッ
プ
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず

，
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
来
て
ね

　
　
　
　
　
七
ツ
釜
祭
り

　
お
水
取
り
の
神
事
で
豊
作
を
祈

願
す
る
七
ツ
釜
祭
り
が
七
月
十
一

日
⑲
、
午
前
十
時
か
ら
七
ツ
釜
キ

ャ
ン
プ
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
神
楽
の
上
演
や
も
ち
つ
き
大
会

な
ど
、
子
供
か
ら
お
と
な
ま
で
楽

し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

米
消
費
拡
大
の
た
め
の

お
米
（
こ
は
ん
）
に
関
す

る
思
い
出
を
募
集

　
米
の
消
費
拡
大
を
目
指
し
て
、

秋
に
、
お
米
に
つ
い
て
の
特
集
を

広
報
な
か
さ
と
で
行
い
ま
す
。

　
お
米
に
つ
い
て
の
あ
な
た
の
思

い
出
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
を
お
寄
せ

「お水取りの神事」で始まる七ツ釜祭り

く
だ
さ
い
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

方
全
員
に
粗
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

・
字
数
二
百
字
程
度

・
締
切
り
　
七
月
末
日

・
提
出
先
　
役
場
農
林
課
川
田
宛

・
そ
の
他
　
あ
な
た
の
住
所
、
氏

　
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

六
日
町
児
童
相
談
所

を
新
設

　
県
で
は
「
人
に
や
さ
し
い
福
祉

の
町
づ
く
り
」
を
ね
ら
い
に
、
身

近
で
専
門
的
な
相
談
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
六
日
町
に
児
童
相
談
所

を
開
設
し
ま
し
た
。
児
童
相
談
に

応
じ
、
調
査
・
診
断
・
判
定
を
行

っ
て
、
児
童
福
祉
施
設
入
所
な
ど

効
果
的
な
処
置
を
行
う
業
務
を
取

扱
い
ま
す
．

●
六
日
町
児
童
相
談
所
　
　
（
六
日

　
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
住
所
　
南
魚
沼
郡
六
日
町
大
字

　
六
日
町
2
1
f
2
0

　
電
話
　
0
2
5
7
1
2
4
1
2
4

　
0
0

●
連
絡
の
万
法
　
電
話
を
か
け
る

と
六
日
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
．

、
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
「
児
童
相
談

で
す
」
「
相
談
課
に
つ
な
い
で
く
だ

さ
い
」
と
告
げ
る
と
、
相
談
係
に

回
り
ま
す
。

中
途
失
聴
者
会
員
を

募
集

　
中
途
失
聴
者
と
は
、
病
気
や
ケ

ガ
等
に
よ
り
、
人
生
の
途
中
で
耳

が
遠
く
な
っ
た
り
、
全
く
聞
こ
え

な
く
な
っ
た
方
の
こ
と
で
す
。
こ

う
し
た
方
々
は
、
音
声
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
い

か
な
い
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難

に
直
面
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
た
め
に
受
け
る
精
神
的
苦
痛

や
社
会
的
不
便
さ
は
、
計
り
知
れ

ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
昨
年
五
月
に
全
日
本

難
聴
者
・
中
途
失
聴
者
団
体
連
合

会
（
全
難
聴
）
新
潟
県
支
部
が
設

立
さ
れ
、
「
聞
こ
え
の
保
障
」
を
求

め
て
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

同
じ
障
害
や
悩
み
を
持
っ
て
い
る

方
々
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。申
し
込
み
　
午
後
6
時
以
隆
に
南

　
雲
宗
和
（
十
日
町
市
袋
町
中
盈

　
52
－
2
4
5
4
）
へ
連
絡
く
だ

　
さ
い
。

．
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

　
　
技
師
養
成
講
習
会

日
時
7
月
2
6
日
㈲
～
8
月
6

月
ま
で
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

場
所
十
日
町
交
通
セ
ン
タ
ー

養
成
人
員
5
0
名

参
加
費
　
①
受
講
料
二
万
二
千
円

②
無
線
従
事
者
免
許
申
請
料
（
預

か
り
）
千
五
十
円

問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
ク
ラ
ブ
　
福
原
芳
昭
（
十

日
町
市
田
川
町
3
　
岱
5

7
1
8
2

6
1
）
へ
．

カ
ラ
オ
ケ
を

　
　
楽
し
み
ま
せ
ん
か

　
公
民
館
で
は
、
次
の
日
程
で
カ

ラ
オ
ケ
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
7
月
H
日
㈲
　
午
後
1
時

　
　
　
3
0
分
～
4
時
1
5
分

会
場
　
∪
モ
ー
ル
多
目
的
ホ
ー
ル

無
料
法
律
相
談
会
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

日
時
　
七
月
八
日
㈲
　
午
後
『
時

　
　
　
～
四
時

場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

担
当
弁
護
士
　
高
橋
信
行
さ
ん

問
い
合
わ
せ
　
住
民
課
住
民
係
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　　6目25日～7、月11目

暮らしのカレンダー

25樹

心配ごと相談（山田虎一）姥人福祉センタ．一㊦13：3・～16＝・6

行政相談　含老人福祉センター　（Dl3二30～16：00

妊婦健診・母親学級　倉上村病院　㊦13：00～13：30受付

26ω

27（日）

28（月） 子宮がん検診　倉上村病院

29㈹ 　　　　　　　　　　　　　　　’　　大腸がん検診　台保健センター　09：00～10：30

30㈲ 老人健康健診　て｝総合センター　（ε）9：00～10二30、13：00～14：30

1㈲ 老人健康健診　合総合センター　（D9：00～10：30、13：00～14：30

2働
老人健康健診　合総合センター　（D9二〇〇～10：30、13二〇〇～14：30

心配ごと相談（村山篤稔）　倉老人福祉センター　（D13二30～16：00

3ω

4（日）

5（月） 子宮がん検診　合上村病院

6㈹ 子宮がん検診　倉上村病院

7㈱ 乳がん検診　合上粒病院

8㈲ 無料法律相談　合老人福祉センター　（D13：00～16二〇〇

9働
乳児健診（H4．8．1～9．30生・H5．2．1～3．31生）

☆保健センター　（Dl3：00～13：30受付

心配ごと相談（11』本ケン）　倉老人福祉センター　（Dl3二30～16：00

10ω

11（日）
七ツ釜祭り　☆七ツ釜キャンプ場　（DlO：00～14：30

エンジョイ“カラオケ祭り”　食二rUモール　（D13：30～16：00

嚢』

※変更する場合があります。こ用の際は確認をお願いします。

㊧山・医院禅講

②上村病院響粥

⑳津輔院鷺謂

　　　　冷たいものの飲みすぎ、食
ヨ　　　レ

i健iべすぎで聾かをこわす子供

：　：が増える季即です。しかし、
し　　　ヨ

：　iなかには単なる下痢￥と片付
i康iけられなし、ものもありま眺

’　a　数年前．埼玉県の私立幼稚

園で集団下痢が発生し、園児が死亡す

るという事件があったのを覚えていま

すか。調べた結果、下痢を起こす細菌

の中でも特に毒性が強い腸管出皿性大

腸菌の一種が原因と判明しました。

　細菌による食中毒の症状は、病原菌

の種類によって多少異なりますが．下

痢に腹痛￥ときにロ士き気．発熱などを

伴うというのが主なところです。子供

が下痢をしても、元気で食欲があれば
　　　　　　　　　　おうと心配ありませんが￥発熱、嘔吐￥腹痛

などの症状が併せて現れた場合は早く

医者にみせてくださ・い。便に皿液やう

み￥粘液が混じっている場合も放置で

きません。

　細菌による下痢を防ぐポイントは．

①調理時の手洗いを励行し￥調理器具￥

用具の清潔を保って食物を汚染しない

②加熱殺菌する　③作った料理はすぐ

食べる、の三点です。細菌は低温に強

く￥低温保存や冷凍保存では細菌の増

殖を防げても殺すことはできません。

夏場はなるべく加熱による調理を心が

けてください。

今月の納税と振替日

■村県民税 （6月30日）

■国民年金保険料　　（6月25日）

■国民健康保険税　　（6月30日）

■保育料 （6月30日）
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